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文責 校長 山本 孝二 

【めざす児童像】 

“かしこい子 つよい子  

                           さわやかな子“ 

  

 今年の夏休みは・・・  
酷暑の中の夏休みが終盤戦に入りました。地震や台風のニュースも続き、安心や安全

に生活することについてよく話題になったのではないでしょうか。幸いこれまで大きなけ

がや事故等の連絡は届いていません。ご家庭の指導のもと、子供たちが日々元気に生活

し、よい体験を積み重ねていることと思います。 

１学期の終業式には、『何かにチャレンジし

てみること』と『笑顔の多い自慢できる夏休み

にしよう（友だちと比べることなく）』と話をしま

した。子供は元々好奇心の塊です。あと１０数

日でも自分にとって貴重な経験ができることを

願っています。そして、「夏休みはもういいか

な」という２学期に対する前向きな思いを持っ

てほしいと思います。よい切り替えも８月末には

大切なことですね。 
 

長崎を最後の被爆地に  
８月９日の「県民祈りの日」には、４年生主体の平和集会を開きました。４年生は社会科

見学や総合的な学習の時間に、平和をテーマにした課題解決学習を進め、その内容をま

とめて発表してくれました。（発表形式はビデオ放送です） 

原爆資料館で感じたこと、初めて知ったこと、そして今後実行し

ていきたいことが表現できていました。全校で取り組んだ「平和の

メッセージ」の紹介もありました。この集会への取組をとおして、平

和は普段の生活がつくるという意識を持ってほしいと思います。 

現在、世界の各地で戦争や紛争があっていて、命の危険や戦争

の恐怖にさらされている国や地域があります。平和のありがたさや

尊さをかみしめると共に、長崎に生まれた私たちは、７９年前の悲

惨な出来事を後世に継承する役目があると強く感じる日でした。 

 

 〔お知らせ〕 
○校舎３階の窓扉工事は今週末で終了し、子供たちから「明るくなった！」の声が聞か 
れます。学習もしやすい環境になりました。外壁工事も順調に進んでいます。 

○２５日（日）は「PTA奉仕作業」の日です。大変世話になります。 

爽風 ～えがお～ 

夏越まつりでの４年生の発表の様子 


